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総
文
委
員
長
の
追
悼
演
説

高
橋
文
一
氏

　
　
　
　
　
（
町
議
会
議
員
）伊

友
出

身
、
大

正
＋
年

八
月
＋

五
日
生

ま
れ
、

五
＋
六

歳
、
先
月
二
十
一
日
、
自
宅
に
お
い
て

除
雪
作
業
中
誤
っ
て
転
落
、
死
亡
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
体
育
協
会
会
長
、
社
教
委

員
な
ど
を
歴
任
、
五
十
二
年
八
月
初
当

選
、
総
文
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
体
育
協
会
創
立
の
中
心
者
で
あ
り

町
の
体
育
振
興
へ
の
情
熱
も
大
き
か
っ

た
だ
け
に
、
大
勢
の
人
た
ち
か
ら
惜
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

議　　　会

一新
一
般 一年
会　　度

泓予
前、算
年　案
比
三
九

二

一
四

％
増

報　　　告

先
月
二
十
八
日
か
ら
、
第
二
回
の
定
例
町
議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
o

　
こ
の
議
会
は
、
総
額
二
十
八
億
四
千
万
円
の
新
年
度
予
算
の
審
議
が
中
心
で
、
会
期
は
、
今

月
二
十
八
日
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。

　
予
算
の
詳
細
は
、
成
立
後
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、
新
年
度

の
大
ま
か
な
事
業
、
予
算
に
関
連
す
る
条
例
改
正
な
ど
、
四
日
ま
で
に
議
決
さ
れ
た
内
容
を
掲

載
し
ま
し
た
。

●
条
例
改
正

母
子
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
な
ど

　
　
　
　
　
　
二
十
八
日
、
十
時
に

開
会
し
た
議
会
は
、
冒
頭
に
故
高
橋
文

一
議
員
に
対
す
る
総
文
委
員
長
の
追
悼

演
説
と
、
全
員
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
・

　
あ
り
し
日
の
高
橋
議
員
の
席
に
は
、

い
け
花
が
添
え
ら
れ
、
か
す
か
に
た
だ

よ
う
香
の
か
お
り
の
中
で
、
故
人
の
め

い
福
を
祈
つ
た
後
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
決
ま
っ
た
主
な
も
の
を
次
に

列
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
条
例
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
の

補
正
予
算
－
五
＋
二
年
度
異
常
豪

雪
災
害
対
策
事
業
補
助
金
に
四
百
万
円

道
路
除
雪
経
費
に
五
百
五
十
万
円
な
ど

を
追
加
し
た
も
の
、
支
払
い
の
関
係
で

専
決
処
分
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

※
分
担
金
条
例
の
改
正
ー
モ
デ

ル
事
業
で
行
う
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
、
下

水
道
施
設
に
つ
い
て
、
地
元
か
ら
分
担

金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
規
定

※
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例

の
改
正
－
分
娩
料
が
二
万
二
千
円
、

も
く
浴
料
が
八
百
円
（
一
日
）
、
入
所

料
が
四
千
七
百
円
（
一
日
）
、
特
別
入

所
料
が
四
千
七
百
円
（
一
日
）
に
。

※
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
の
設
置
及

ぴ
管
理
条
例
の
改
正
－
寄
宿
施
設

の
入
居
料
を
月
額
七
千
円
に
。

※
水
道
事
業
の
設
置
条
例
の
改
正

！
給
水
人
口
を
六
千
五
百
人
に
、
一

日
最
大
給
水
量
を
四
千
五
百
立
方
メ
ー

ト
ル
に
。

※
簡
易
水
道
条
例
の
改
正
－
給
水

工
事
の
加
入
金
を
次
の
金
額
に
し
た
ほ
か
、

給
水
区
域
に
田
戸
部
落
を
追
加
。

・
口
径
十
三
ミ
リ
ー
十
万
円
に
、
・
口

径
二
十
ミ
リ
ー
十
一
万
円
に
、
・
口
径

二
十
五
ミ
リ
ー
十
二
万
円
に
、
・
口
径

三
十
ミ
リ
ー
十
三
万
円
に
。

※
道
路
占
用
料
条
例
の
改
正
ー

占
用
料
金
の
改
正
。

※
仙
田
地
区
広
報
放
送
施
設
建
設

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
（
新
設
）

！
仙
田
地
区
に
無
線
に
よ
る
広
報
放

送
施
設
を
建
設
予
定
で
、
建
設
費
の
一

55年度の各会計予算案

陣位：千円）
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鰐
篠
地
元
か
ら
徴
収
し
よ
う
ん
国
民
年
金
保
険
料
が
一

こ
の
ほ
か
に
、
・
特
別
職
の
給
与
、
ぎ
　
二
、
七
三
〇
円
に
…

．
教
育
長
の
給
与
、
．
議
会
議
員
の
報
・
　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
　
｝

酬
、
．
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
ん
来
月
分
か
ら
一
か
月
二
千
七
百
三
｝

て
の
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
高
倉
小
学
校
校
舎
裏
側
の
掘
削
及
ぴ

グ
ラ
ン
ド
拡
張
に
関
す
る
請
願
。

・
千
手
小
学
校
校
舎
等
改
築
に
関
す
る

請
願
、
の
二
件
が
出
さ
れ
て
お
り
、
総

文
委
員
会
に
細
部
審
査
を
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

会　　　計 52年度当初 53年度予算 イ申ぴ率・

一　般　　会　　計 1．5801000 2200ρ00 139．24

国保（事業勘定） 304，103 391，898 128．87

〃伽殻勘定） 49，176 52，229 106．21

簡易水道事業 8Z413 8Z6α3 100．22

農業共済事業 68，129 7Z535 113．81

歯科診療所 23，752 18，602 78．32

へき地出張診療所 12233 13，427 109．76

合　　　　　　　計 2，124β06 2，841，294 133．72

一＿一一一一一一一一一一一一一一一一一ね・

　
本
会
議
第
二
日
目
『

と
な
つ
た
今
月
四
日
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
、
一
般
会
計
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
及
ぴ
上
野
㎜

小
学
校
の
屋
内
体
育
㎝

館
建
設
工
事
の
請
負
㎜

契
約
を
、
原
案
ど
お
｝

り
可
決
し
ま
し
た
。
　
｝

　
一
般
会
計
の
補
正
｝

は
、
債
務
負
担
行
為
。
一

の
補
正
の
み
．
　
㎜

　
一
方
、
上
野
小
屋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

体
建
築
は
、
工
事
費
一

六
千
八
百
万
円
で
、
　
一

協
和
建
設
、
小
川
建
一

築
、
大
茂
工
務
店
に
㎜

よ
る
共
同
企
業
体
が
｝

施
工
す
る
こ
と
に
な
一

り
ま
し
た
。
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
完
成
は
九
月
末
で
｝

す
。
　
　
　
　
　
一

十
円
に
な
り
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
い
ま
ま
で
ど
お

り
月
四
百
円
で
す
の
で
、
定
額
・

付
加
の
両
方
を
納
め
て
い
る
人
は

月
三
千
百
三
十
円
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
　
一
昨
年
の
法
改

正
に
よ
り
、
夫
婦
で
と
も
に
付
加
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隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

保
険
料
に
加
入
し
て
二
十
五
年
間
㎜

納
め
た
場
合
、
月
額
八
万
円
強
の

年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
年
金
を
支

給
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な

年
金
財
政
を
運
営
す
る
た
め
に
は

一
か
月
五
千
百
五
十
円
の
保
険
料

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
入
者
の
負
担
は
急

に
は
増
や
せ
な
い
た
め
、
五
十
二

年
四
月
か
ら
月
二
千
二
百
円
、
こ

と
し
四
月
か
ら
二
千
七
百
三
十
円

と
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

ー
福
祉
年
金

　
　
　
四
月
に
支
払
い

　
い
ま
ま
で
、
福
祉
年
金
の
支
払

い
月
は
、
一
月
・
五
月
・
九
月
で

し
た
が
、
年
金
法
の
改
正
で
、
四
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月
．
八
月
．
十
二
月
に
変
更
と
な
㎝

り
、
そ
れ
ぞ
れ

上
が
り
ま
す
。

一
か
月
ず
つ
繰
り
｝

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
麟

　
こ
の
た
め
、
こ
と
し
最
初
の
年

金
は
、
四
月
十
一
日
か
ら
支
払
い

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
受
け

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
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案算

　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
度
各
会

　
　
予

　
　
　
　
　
　
　
計
の
予
算
案
は

計　　
　
　
　
　
　
別
表
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

会　　
　
　
　
　
こ
と
に
、
伸
ぴ
率

　
　
　
　
　
の
大
き
い
の
は
一
般

般　　
　
　
　
会
計
で
、
前
年
度
当

　
　
　
　
　
初
に
比
較
し
て
四
〇

　
「　

　
　
　
　
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
も

　
　
　
　
　
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
い
っ
き
に
、
六
億

．
体
育
館
に
四
億
円
余

仙
田
へ
広
報
放
送
施
設

△
借
金
も
大
幅
な
伸
び

二
千
万
円
も
ふ
く
れ
あ
が
る
こ
と
に
な

っ
た
原
因
を
見
ま
す
と
、
継
続
事
業
の

総
合
体
育
館
に
四
億
三
千
万
円
を
計
上

し
て
い
る
の
が
目
に
と
ま
り
ま
す
。

　
町
財
政
の
苦
し
さ
は
、
前
年
度
以
上

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
目
玉
商

品
で
も
あ
る
体
育
館
を
、
新
年
度
に
は

約
束
ど
お
り
完
成
さ
せ
た
い
と
意
気
込

ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
教
育
費
は
、
継
続
工
事

の
上
野
小
体
育
館
、
新
規
の
仙
田
給
食

共
同
調
理
建
設
を
含
め
、
予
算
全
体
の

ほ
ぼ
三
分
の
一
を
し
め
る
こ
と
に
な
り

川
西
町
が
優
良
町
村
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
全
国
町
村
会
長
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
私
た
ち
の
町
は
、
自
治
行

政
の
健
全
な
発
展
と
、
数
多
く
の
業
績

が
認
め
ら
れ
、
全
国
町
村
会
長
か
ら
優

良
町
村
と
し
て
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
産
業
、
教
育
、
福
祉
な
ど

の
重
点
施
策
の
着
実
な
実
現
や
、
豪
雪

山
間
地
の
悪
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
、

明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
に
、
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
く
ん
で
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
県
で
は
、
当
町
の
ほ
か
に
山
北
町

が
名
誉
あ
る
受
彰
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
根
津
町
長
も
、
町
長
と
し
て

連
続
三
期
、
こ
の
間
に
お
け
る
卓
越
し

た
手
腕
、
業
績
が
認
め
ら
れ
、
同
会
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
の
、
仙
田

地
に
広
報
放
送
施
設
の
建
設
費
一
千
五

百
万
円
や
、
二
年
目
を
迎
え
る
モ
デ
ル

事
業
は
八
千
五
百
万
円
、
ほ
か
に
、
道

路
建
設
や
福
祉
事
業
な
ど
、
い
ず
れ
も

前
年
度
以
上
の
予
算
計
上
で
、
伸
ぴ
率

を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
し
め
て
い
る
の
が
地
方
交

付
税
、
前
年
よ
り
極
端
な
伸
ぴ
率
と
な

っ
た
の
が
起
債
（
借
金
）
で
す
。

　
予
算
中
の
ほ
ぼ
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は

こ
の
起
債
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。

　
税
収
が
伸
ぴ
な
く
、
国
県
か
ら
の
補

助
金
に
も
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
く

れ
あ
が
っ
た
歳
出
を
う
め
る
手
だ
て
は

借
金
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
け
な
し
の
財
政
調
整
基
金
ま
で
も

取
り
く
ず
し
て
、
財
源
を
確
保
し
た
と

い
う
の
が
新
年
度
予
算
の
特
徴
で
す
。

　
軽
油
免
税
証
の
交
付

　
　
　
　
　
餌
日
・
役
場
で

　
農
耕
用
の
軽
油
免
税
証
を
、
次
に
よ

り
出
張
交
付
し
ま
す
。

肉
M
日
時
三
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

圏
場
所
役
場
議
場

囹
一
申
請
に
必
要
な
も
の
。

　
イ
　
印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合
は
全

　
　
員
の
も
の
）

　
ロ
　
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

　
　
会
で
交
付
）

　
ハ
　
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証

　
　
明
、
借
用
証
明
）
カ
タ
ロ
グ
な
ど
。

　
な
お
、
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
と
き

は
、
こ
の
ほ
か
に
免
税
軽
油
使
用
者
証

も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

輝轍：棚盤1槻腿翠鞭撒1伽構鍵姥ホ蹴轄棚灘鼎1こ難き1棚壽；‘棚1燃撫∫1蒲｝：榔父，
1【総務費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムモデル事業

ド

1△川西高校敷地整地……・一………・…2．229　　　　　　　道路新設舗装ほか・・…………・・一・84，910
1△土地購入o…一…………・……・・……40．503　　　　　　△林道開削（2か所）　…・………・一40，800

会騨籍難農畏含．二二：：：：：：：：：：：：：：：：：：1：§18　53金離覧　…●…●…●………●44019

震墾欝施　設●●●●●…”●’●…15055年鵠蓋難設繭＝：：：』：：：：：：：：：：：：：：：1；＆88

会蕪難器難蕪壷1二二llii：：：度醤襲醤講難lll：：：：：：：：：：：：：：：：：：㌶888

△老人健康審査委託一一・・…一・1．391の△道路新設改良舗装…・・……・…一・174，350
麓媛姦難：：：：：：：：：：：：：：：二：：：：：：：●訪講β主2編薪羅酵慌二：：：：：：：：：：：：：腺識

備星封…●……●………17995な篇繧講崩騎止…●●…●…●…1・500
△衛生施設組合負担一…………・・…31．642事△広域消防負担一…………………一75，67・

会雛繍雛難磁鵠：：：：：：：：：：：：：：ll鰯業』鵜囎材購入．．．．．．．＿＿．．．．．．．．．．．．．蛮421

f蘇蒙謬蜀……●…●。●●●1α000単‘声会撒暮灘齢：：：：：：：：：：：：：：：：：：：豊lll

△天災融資利蚤補給●……●…●●……●…1・600位：　ムスクールバス委託一…一一…・一・4，893
△農業共済会計繰出………●●●…・3・000・：　△仙田給食共同調理場建設・………・…11，240

会蕪織瓢：三三i三三ii欄再●謹競欝献：二：：：：：：：：：：：：瑠8

△地域農政特対事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　△農林水産施設災害復旧・・……………16，011
　土地基盤整備補助●●・一…・………・23．300　　　　　　△公共土木施設災害復旧…一…・…一8，721

△同　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【諸支出金】
　機械施設整備補助・・一・………・…・…8．450　　　　　　△建物（住宅）購入・・…………………18，650

＞馨礪轄蝦鰐蘇甥甥露セ殺撒・2鞍㌶破姓盤轄喚蕊｛轍x轄鮮甥価餐2裾う暴x輯輯輯螺・碁鷲鰯・ホ瓢
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取集垂の。圖》
旨

“
、
譲
轟
、

“

悩
み
の

た
ね

カ
ラ
ス
・
犬
な
ど
の
害

　
町
が
ゴ
ミ
収
集
を
始
め

た
の
は
、
去
る
四
十
六
年

の
五
月
、
そ
の
後
四
十
八

年
に
十
日
町
市
と
の
共
同

処
理
を
開
始
し
、
今
で
は

一
日
九
十
ト
ン
の
ゴ
ミ
処

理
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り

に
は
、
き
た
な
い
、
悪
臭
を
放
つ
ゴ
ミ

が
少
な
く
な
り
大
だ
す
か
り
、
文
化
的

な
生
活
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
マ
ナ
ー
も
、
収
集
当
初

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
よ
く
な
っ

て
来
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
不
燃

物
と
燃
え
る
ゴ
ミ
の
区
別
が
完
全
に
な

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
変
ら
ず
、
ゴ
ッ
チ
ャ
に
し
て
出
す

の
は
、
ま
だ
ま
だ
P
R
が
足
り
な
い
か

ら
で
し
ょ
う
か
？

　
ゴ
ミ
を
集
め
る
人
た
ち
の
悩
み
の
た

ね
が
あ
り
ま
す
。

　
ゴ
ミ
袋
を
露
天
に
さ
ら
し
て
い
る
所

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
カ
ラ
ス
、
犬
、

猫
の
害
が
著
る
し
い
の
で
す
。

　
こ
と
に
、
夏
場
は
大
変
な
悪
臭
と
な

り
、
週
囲
の
人
た
ち
に
も
大
き
な
迷
惑

と
な
る
の
で
す
。

　
シ
ー
ト
を
か
け
れ
ば
、
見
た
目
も
き

れ
い
で
、
い
や
な
思
い
を
せ
ず
収
集
で

き
る
の
で
す
が
：
：
：
と
い
う
の
で
す
。

　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
レ

1一番困ること　　　l
l　一集める人の声一　l
L～　　　　　　　　　　　一ず〉一）〉）〉、

　
一
番
困
る
こ
と
は

犬
や
猫
、
カ
ラ
ス
に

ち
ら
か
さ
れ
る
こ
と

露
天
に
ゴ
ミ
袋
を
集

め
る
所
は
、
せ
め
て

シ
ー
ト
を
か
け
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
日
、

時
間
を
し
っ
か
り
と

守
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
エ
、
燃
え
る
も
の

燃
え
な
い
も
の
の
収

集
日
も
完
全
に
守
つ

て
い
た
だ
か
な
い
と

　
　
　
O

●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
O
　
◎

　
で
き
る
だ
け
、
水
分
を
ぬ
く
こ
と
も

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

艶晒∫繍》
繋
鷹

肇

焼却場

ゴ
ミ
の
山
も

　
見
る
見
る
う
ち
に

　
ゴ
ミ
収
集
車
が
焼
却
場
へ
着
く
と
、

ま
ず
、
ゴ
ミ
の
重
量
を
計
り
、
そ
の
後

ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
（
ゴ
ミ
収
納
庫
）
へ
投
げ

込
ま
れ
ま
す
．

こ
れ
を
大
型
ク
レ

ゴ
ミ
を
出
す
に
は
い
く
つ
か
の
約
東
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
み
ん
な
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
お

こ
し
て
み
ま
し
よ
う
。

1000　赤岩橋たもと

1016　上野部落2か所

10．26　新町新田

1035　野口部落2か所

1054　三箇地区公民館

11．00仁田部落3か所

11．14塩辛
　ここで満ぱい、焼却場へ向う。

11．53坪山
11．58　霜条、鶴吉

　（010～1．00昼食）
　1．07木落

　1．12　三領・小根岸

　1．21上野神社前
　1．35　分遣所前

　2回目満ぱい、焼却場へ、というのがこの

日の行程。ゴミの量は2台で6500キログラム。

　　　一感じたこと一
仙田地区一ゴミ袋の切れいくつか。いつ

もカラスがチラかすという場所も、この日は

シートのおおいあり◎

上野地区一不燃物が一部で混じる。袋切

れやはりあり。

橘地区一野口は2か所ともきちんと整理

ところが、ある場所では、犬が食いちらかし

ているのに出合った。無残な姿のゴミ、悪畢

が周囲に放つ、こんな所はシートの1枚もオ
●　　●　　●

▲作業中には破れる袋も一一一

ー
ン
で
つ
り
あ
げ
焼
却
炉
の
中
へ
、
炉

の
中
は
階
段
状
に
な
っ
て
お
り
、
上
か

ら
た
え
ま
な
く
流
れ
る
ゴ
ミ
を
完
全
燃

焼
さ
せ
ま
す
。

　
燃
え
か
す
の
〃
灰
〃
は
霧
谷
の
埋
立

地
へ
、
と
い
う
の
が
ひ
と
と
お
り
の
行

程
、
焼
却
場
は
、
全
部
遠
隔
操
縦
で
、

ゴ
ミ
の
山
は
見
る
間
に
処
理
さ
れ
ま
す
。▲ゴミピットに投入
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＊
心
身
障
害
者
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
に

　
心
身
障
害
者
を
持
つ
保
護
者
の
不
安
、

家
族
や
親
せ
き
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
〃
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
〃

と
い
う
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
の
保
護

者
が
加
入
者
と
な
っ
て
出
金
を
出
し
あ

い
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ば

相
互
扶
助
の
共
済
制
度
で
す
。

　
そ
し
て
、
例
え
ば
、
保
護
者
が
死
亡

し
、
あ
る
い
は
廃
疾
と
な
っ
た
場
合
、

そ
の
後
の
心
身
障
害
者
に
対
し
年
金
を

支
給
し
て
、
本
人
を
は
じ
め
家
族
の
方

々
な
ど
が
明
る
く
生
き
ぬ
い
て
く
れ
る

こ
と
を
願
う
制
度
な
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、
保

護
者
で
あ
っ
て
、

O
特
別
の
疾
病
や
障
害
も
な
く
、
心
身

　
障
害
者
扶
養
保
険
契
約
の
対
象
と
な

れ
る
人

O
年
齢
が
四
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
が
要
件
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
加
入
対
象
者
（
保

護
者
）
の
う
ち
、
四
月
一
日
に
四
十
五

歳
に
な
る
人
は
、
今
月
中
に
申
し
込
み

を
し
な
い
と
、
資
格
を
な
く
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早

め
に
社
会
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
社
会
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

（
電
八
ー
三
一
一
一
・
有
一
二
三
二
）

四
月
か
ら

　
　
弔
慰
制
度
を

　
　
　
　
”
日
赤
川
西
分
区
∬

　
日
赤
の
業
務
に
協
力
し
て
く
れ
た
方

を
対
象
に
、
来
月
一
日
か
ら
〃
弔
慰
制

度
〃
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
赤
の
社
員
（
社
費
を
年

額
三
百
円
以
上
納
め
て
く
れ
た
人
）
と

し
て
奉
仕
し
て
く
れ
た
人
が
、
不
幸
に

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
際
、
供
物
を
贈
り

感
謝
の
気
持
ち
と
弔
慰
を
あ
ら
わ
す
こ

と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
四
月
は
、
日
赤
の
社
員
・
社
費
増
強

月
間
で
す
。

　
日
赤
の
業
務
に
特
段
の
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
、
こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
月
分
】

※
入
手
品
百
万
遍
（
ひ
ゃ
ん
ま
ん
べ

ん
）
の
じ
ゅ
ず
。

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
高
橋
良
吉
（
田

戸
）

町政
ボス樗

総
合
セ
ン
タ
ー
前
の

　
　
　
　
　
　
駐
車
に
つ
い
て

町
民
の
税
金
等
で

造
成
さ
れ
た
総
合
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
、
セ
ン
タ
ー
に
所

用
の
者
以
外
に
公
然
と
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
心
得
の
者
か
ら

駐
車
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
前
も
つ
て
公
募
し
、
公
平
に
利
用

の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
す
。
無
料
で

黙
認
し
て
い
る
の
で
あ
れ
は
、
個
々
に

厳
重
に
注
意
し
て
撤
去
を
求
め
る
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
と
く
に
、
某
商
店
の
自
動
車
が
、
年

間
を
通
じ
て
わ
が
も
の
顔
に
駐
車
し
て

い
る
の
は
、
町
民
と
し
て
誠
に
不
快
で

す
。
そ
の
都
度
注
意
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
自
分
の
駐
車
場
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
る
現
実
に
、
わ
れ
わ
れ
町
民
は
フ

ン
マ
ン
や
る
方
な
い
思
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
フ
ン
ガ
イ
生
〉

▽
お
答
え

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
は
、
セ
ン

タ
ー
と
役
場
に
所
用
の
方
だ
け
が
駐
車

で
き
る
原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
余

裕
の
あ
る
と
き
は
、
私
用
の
方
に
も
一

時
間
を
限
度
に
無
料
で
開
放
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
セ
ン
タ
ー
に
来
館
さ

れ
る
方
以
外
は
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
長

の
承
認
を
得
て
、
指
定
の
場
所
に
駐
車

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
規
則

は
入
口
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
規
則
を

守
っ
て
く
れ
る
人
が
少
な
く
て
困
つ
て

い
ま
す
。
注
意
し
ま
す
と
、
た
い
て
い

の
人
は
素
直
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
が
、

中
に
は
馬
耳
東
風
の
人
、
誤
っ
た
主
権

者
意
識
で
逆
に
く
つ
て
か
か
る
人
が
あ

り
、
手
を
や
い
て
い
る
現
状
で
す
。

　
ご
意
見
を
機
会
に
、
よ
り
よ
い
方
法

を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
（
川
西
町
長
）

一
兀
魯
鳳
い
っ
ば
い

　
　
ブ
ラ
ジ
ル
の
中
島
さ
ん

　
田
代
の
中
島
之
夫
さ
ん
一
家
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
移
住
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
三
十
六
年
の
暮
れ
、
あ
れ
か
ら
、

も
う
十
六
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
一
家
四
人
は
、
今
も
元

気
で
、
希
望
に
満
ち
た
毎
日
を
送
っ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
中
島
さ
ん
の
妻
イ
ク

さ
ん
の
実
姉
（
霜
条
）
に
あ
て
、
近

況
を
知
ら
せ
る
便
り
に
あ
わ
せ
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
住
む
美
し
い
チ
ョ
ウ
の
標

本
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
一
家
は
、
レ
タ
ス
・
イ

チ
ゴ
な
ど
の
野
菜
類
を
栽
培
す
る
農

家
で
、
所
有
す
る
土
地
も
田
代
に
住

む
当
時
の
二
倍
以
上
に
な
っ
た
と
か
、

醤§

慕§

§
§
§
§
§
ミ
§

醤§

継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
繊

　
　
　
　
　
　
　
一
家

　
生
活
用
品
な
ど
も
豊
富
に

店
に
並
ぴ
、
気
候
も
よ
く
、

住
む
に
は
申
し
分
な
い
模
様

で
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
、

生
ま
れ
故
郷
を
忘
れ
が
た
く

移
り
変
わ
っ
た
川
西
の
姿
を

見
れ
る
日
を
心

待
ち
に
し
て
い

る
と
の
こ
と
、

今
は
投
函
す
れ

ば
一
週
間
く
ら

い
で
手
に
届
く

便
り
に
、
お
互

い
の
無
事
を
し

る
す
の
が
い
ち

ば
ん
の
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。お年…E付き年賀はがき

　　星名・高橋さんに幸運
　お年玉付き年賀はがきは、お正月の楽しみの

一つoことしは千手局内で、みごと一等にあた
った人が二人もあらわれましたo
　幸運の人は、学校町の星名美昌さんと東善
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

難饗欝糊蝉／
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体
育
館
の
備
晶
に
と
百
万
円

故
高
橋
議
員
の
ご
遺
族
か
ら

意善

　
伊
友
の
高
橋
正
明
さ
ん
か
ら
、
先
月
　
て
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
父
文
一
　
ご
寄
付
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

さ
ん
の
ご
遺
志
を
受
け
て
、
町
の
体
育
　
　
町
で
も
、
ご
意
向
に
そ
っ
て
利
用
さ

振
興
の
た
め
に
と
百
万
円
の
ご
寄
付
が
　
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
。

　
生
前
、
町
体
育
協
会
の
育
成
と
、
町
　
　
根
深
の
藤
田
清
常
さ
ん
か
ら
、
亡
く

民
体
育
館
建
設
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
　
な
ら
れ
た
母
ト
ク
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た

情
熱
を
そ
そ
が
れ
た
故
人
の
ご
遺
志
を
　
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意

遺
族
の
方
々
が
引
き
つ
が
れ
、
今
秋
完
　
を
こ
め
て
二
万
円
を
。

成
す
る
総
合
体
育
館
の
備
品
購
入
に
あ
　
　
三
領
の
高
橋
寛
治
さ
ん
か
ら
、
亡
く

一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
2
＝
3
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
3
＝
5
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
愕

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
　
が
、
こ
れ
を
〃
免
疫
〃
と
い
い
、
予
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
よ
う
か
…
…
？
。
　
　
　
　
　
　
　
防
接
種
で
、
こ
の
免
疫
を
つ
く
り
出
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

羅霧
　
予
防
接
種
を
す
る
と

伝
染
病
に
か
か
り
に
く

く
な
る
ば
か
り
で
な
く

か
か
っ
た
場
合
で
も
、

か
る
く
す
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
伝
染

病
の
原
因
と
な
る
病
原

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
免
疫
の
で
き
た
人
が
、
あ
る
程
度
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

以
上
集
っ
て
い
る
と
、
そ
の
地
域
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

は
伝
染
病
が
流
行
し
に
く
く
な
り
ま
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

す
が
、
そ
れ
は
、
免
疫
を
持
っ
た
人
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
が
、
い
わ
ば
防
波
堤
の
役
目
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

防
い
で
く
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
町
で
は
、
予
防
接
種
を
行
う
と
き
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

な
ら
れ
た
母
マ
ス
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意

を
こ
め
て
十
万
円
を
。

　
匿
名
で
千
手
地
区
の
方
か
ら
、
二
万

円
を
。

　
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

嘱
託
員
紹
介

　
　
…
－
…
…
…
…
⑱

〔
仙
田
地
区
〕

（敬称略）

O
中
仙
田
・
小
林
定
二
、
O
室
島
．
高

橋
重
英
、
O
小
脇
・
斉
木
周
治
、
O
高

倉
・
高
橋
弥
太
郎
、
O
藤
沢
・
佐
藤
清

隆
、
O
田
戸
・
青
木
信
作
、
O
越
ケ
沢

・
川
崎
一
郎
、
O
赤
谷
・
高
橋
秀
一
、

O
岩
瀬
・
登
坂
武
、
O
大
倉
・
中
条
与

作
、
O
大
白
倉
・
保
坂
菊
太
郎
、
O
小

白
倉
・
江
口
一

農
業
係
長
・
丸
山
惣
吉
（
産
業
課
農
林

係
長
）
、
産
業
課
林
業
係
長
・
大
塚
甚

一
（
土
地
改
良
区
派
遣
）
、
産
業
課
農

政
係
、
平
野
角
栄
（
国
土
調
査
課
国
土

調
査
係
）
、
同
林
業
係
・
村
越
久
吉

（
同
）
、
国
土
調
査
課
農
村
総
合
整
備
係

南
雲
晃
（
企
画
室
農
村
総
合
整
備
係
）
、

企
画
室
財
産
管
理
係
・
星
名
敏
雄
（
産

業
課
農
政
係
）
、
国
土
調
査
課
農
村
総

合
整
備
係
・
登
坂
光
国
　
（
企
画
室
農

村
総
合
整
備
係
）
、
企
画
室
企
画
係
．

佐
藤
稔
（
国
土
調
査
課
国
土
調
査

係
）
、
建
設
課
土
木
第
一
係
．
高
橋
和

弘
（
同
）

　
な
お
、
三
月
一
日
付
け
で
、
老
人
家

庭
奉
仕
員
に
渡
辺
千
津
子
（
鶴
吉
）
を

採
用
し
ま
し
た
。
　
　
　
ド

囹
庁
内
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
国
土
調
査
事
業
が
終
り
に

し
て
く
れ
、
伝
染
病
と
い
う
高
波
を
…
近
づ
い
た
こ
と
や
、
今
後
の
建
設
、
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
事
業
な
ど
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
日
付
け
で
、
一
部
の
機
構
改

予
防
接
種
は

　
　
　
　
な
ぜ
必
要
…
…
？

は
、
あ
ら
か
じ
め
期
日
を
指
定
し
、

該
当
者
の
皆
さ
ん
に
通
知
し
て
い
ま

す
。　

特
に
お
母
さ
ん
方
は
、
予
防
接
種

の
機
会
を
見
逃
が
さ
ず
に
、
恐
ろ
し

い
伝
染
病
か
ら
子
ど
も
さ
ん
た
ち
を

守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
革
と
配
置
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

ほ
㎜
　
　
こ
の
結
果
、
企
画
室
内
に
あ
っ
た
農

　
…
村
総
合
整
備
係
は
国
土
調
査
課
内
に
、

ほ
㎜
ま
た
、
産
業
課
農
林
係
を
、
農
業
係
と

体
を
弱
め
た
り
、
殺
し

た
り
す
る
物
質
（
ワ
ク

チ
ン
）
な
の
で
す
。
こ

れ
を
接
種
す
る
と
、
か

ら
だ
の
中
に
病
原
体
が

侵
入
し
て
も
無
力
に
し

て
し
ま
う
〃
抗
体
〃
と

い
う
も
の
が
で
き
ま
す

　
㎜
林
業
係
に
分
離
、
建
設
課
土
木
第
三
係

　
㎜
を
新
設
し
て
町
有
建
物
の
建
設
、
町
道

じ
㎜
　
の
認
定
廃
止
、
建
築
届
な
ど
の
事
務
を

ロ
㎜
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

9巳0ほほ㎜
※
配
置
換
え
／
二
月
二
＋
日
付

ロ
…
建
設
課
土
木
第
三
係
長
・
櫃
間
富
雄

ロ
㎜
　
（
収
入
役
室
出
納
係
長
）
、
国
土
調
査
課

　
㎜
農
村
総
合
整
備
係
長
・
高
橋
英
雄
（
企

ロ
ロ
画
室
農
村
総
合
整
備
係
長
）
、
産
業
課

酒
の
効
用
と

　
　
　
害
を
考
え
る
会
議

※
三
月
＋
六
臼

　
　
十
時
～
午
後
三
時
半

※
＋
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

ち
ょ
っ
と
風
が
わ
り
な
催
し
、
興

味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
柑

南
雲
さ
お
り

長
谷
川
純
子

石
野
佑
紀
枝

星
名
愛
美

木
村
恵
利
子

戸
田
さ
や
か

大
塚
美
奈

三博達光正政久
郎雄男夫夫栄男

長
女
中
仙
田

長
女
赤
谷

長
女
県
営
住
宅

二長長二
女女女女

高仁仁伊
原
田田田友

q
監
監
口
蕾
l
l
督
髄
I
l
薯
聾
－
響
8
畳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

2月の交通事故発生件数

　　　　　　累計
件　数0（0）　24（26）

傷　者0（0）　28（31）

死者0（0）2（2）
酒よい0（0）　2（3）
酒気おぴ0（1）　18（25）

　（）内は前年件数

鷺
ー
l
l
l
l
監
巳
匪
畳
亀
皇
－
願
盛
－
瞥
o
』

金
子
章

中
村
真
奈
美

藤
田
希
美
子

小
林
由
加
里

黒
嶋
智
子

半
田
由
紀
子

鴫
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
2
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一

金田清高
子畑水橋

由隆泉将紀智加美奈草
美行　文子子里子美

壷購難莉進解茂
長
女長長長二長長三長長
山男女男女女女女女男
野
田元中上室伊学根坪上
住　 ：央　　　　校

宅町町野島友町深山野

た
か
さ
ご

鍮
石川
田崎

ご
円
満
に

久
　
越
ケ
沢

佳
子
群
馬
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

若
月
ト
ィ

大
久
保
守
一

高
橋
文
一

佐
藤
辮
三

五
＋
嵐
コ
ウ

山
岸
源
藏

清
水
イ
子

柄
澤
ク
メ

清
水
　
セ
キ

高
橋
　
マ
ツ

高
橋
　
マ
ス

三坪中油寺発野藤伊野田
　　屋　　　電
領山敷立尾所口沢友口戸
　　　　　通

八八七七七七六六五五五
八O八七七三八五六六一

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

春
寒
し
陽
に
片
寄
れ
る
池
の
鯉

猫
柳
日
々
太
り
ゆ
く
水
の
影

春
光
の
み
な
ぎ
る
波
間
鳥
白
き

大
試
験
メ
モ
し
か
と
手
に
暗
調
す

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
水
月

黄
梅
の
花
咲
く
窓
に
薄
日
さ
し

黄
梅
に
注
げ
る
水
の
か
が
や
け
る

大
根
を
煮
る
窓
く
も
り
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

久
方
の
春
の
日
ざ
し
に
鉢
並
べ

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

兎
狩
る
追
子
の
声
や
日
脚
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
春
江

お
だ
や
か
に
色
を
堪
え
し
冬
菜
か
な

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

薄
々
と
日
の
上
り
居
て
浅
き
春

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
秀
月

除
雪
車
の
遠
く
聞
え
て
ぼ
た
ん
雪

◎
俳
句
百
講
座
⑨

　
・
主
観
は
む
き
，
出
し
に
し
な
い
ー

こ
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
俳
句
は
作
れ
な
い
・

の
で
あ
る
が
、
主
観
だ
け
を
表
面
に
む

き
出
し
に
し
て
し
ま
う
と
失
敗
す
る
例

が
多
い
。
主
観
を
詠
う
な
ら
そ
れ
に
付

随
す
る
多
く
の
心
が
わ
か
る
よ
う
に
様

体
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
考
え

だ
け
が
先
立
つ
と
理
屈
に
な
る
。
理
屈

を
連
ね
る
だ
け
で
は
価
値
が
な
い
。
三

日
経
つ
た
ら
読
み
返
し
て
見
る
こ
と
。

あ
と
で
見
る
と
何
を
言
っ
で
い
る
の
か

わ
か
ら
ぬ
様
な
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
。

心
を
詠
う
な
ら
第
三
者
の
立
場
に
あ
つ

て
も
素
直
に
誰
に
で
も
感
動
さ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
季

感
と
な
る
季
題
と
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し

　
た
気
持
を
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
は
じ
め
て
一
句
が
成
り
立
つ
。




